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厳冬期を迎えた姉妹都市キーウ市への物資支援(毛布、カイロの送付) 

及び 更なる寄付の呼びかけ 

 

 京都市では、令和４年３月２日から、姉妹都市キーウ市における人道支援や文化・生

活の復興に役立てていただくための寄付金を募るなど、京都市民の皆様等とともにキー

ウ市支援を行っています。 

この度、キーウ市から、これまでの支援に対する謝意が示されるとともに、新たに防

寒対策物資（災害時用毛布及びカイロ）の提供依頼を受けました。 

 つきましては、引き続き皆様から御寄付の御協力をいただきながら、キーウ市への物

資支援を実施しますのでお知らせします。 
 
１ キーウ市への支援物資提供（第一次） 

 ⑴ 支援物資 

   現時点で皆様からお預かりしている寄付金（約４５０万円）を活用して支援物資

を購入の上、キーウ市に発送します。 

  ・ 災害時用毛布（真空圧縮タイプ）  ５００枚 
  ・ カイロ（使い捨て）        ５，０００個 
 ⑵ 物資提供スケジュール 

   速やかに支援物資の調達と輸送手段の確保を行い、準備が整い次第発送します。 
   （１２月２７日に輸送業者へ引き渡し、通常２週間程度で到着見込み） 

２ 更なる物資提供（第二次）に向けた皆様からの御支援（寄付金）のお願い 

   第一次の支援物資の送付に加え、より多くの物資をキーウ市民にお届けするた

め、下記のとおり、キーウ市支援物資の調達・輸送資金の御寄付を募ります。皆様

の御協力をよろしくお願いいたします。 

※ なお、支援物資は、税関手続き等を速やかに行うとともに、効率的な輸送のため、一括して

調達します。皆様がお持ちの物資による寄付受付はできませんので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。 

 ⑴ 寄付方法 

   令和４年３月２日から実施している、既存の「キーウ市への寄付金」に御寄付く

ださい。 

  ア 寄付金箱設置箇所 

    ・ 市役所本庁舎・分庁舎正面入口 

       受付時間：午前８時４５分～午後５時３０分（平日のみ） 

    ・ 各区役所・支所地域力推進室（まちづくり推進担当） 

       受付時間：午前９時～午後５時（平日のみ） 

    ・ 事業所等（主な場所：地下鉄各駅、図書館等） 

       受付時間：各施設の営業時間と同じ 

引 き 続 き の 御 協 力

よろしくお願いします！ 



  イ 口座振込先 

 

 

※ 振込手数料は、恐れ入りますが、各自御負担をお願いいたします。 

      ※ 寄付控除の取扱いはございません。 

 ⑵ スケジュール（予定） 

   第二次の提供に当たっては、令和５年１月１２日（木）までにお預かりした寄付

金により支援物資を購入し、１月中旬に発送します（１月末までにキーウ市に到着

見込み）。 

 ⑶ その他 

   今回（第一次、第二次）の物資提供支援の後も引き続き寄付金の受付を行い、集

まった寄付金は、今後のキーウ市支援に役立てます。 

 

３ 本市寄付金の活用状況 

⑴  キーウ市への寄付金 
この間、市民の皆様等からキーウ市・ウクライナ支援に関して総額１億１９７０万

円の寄付金（キーウ市支援７，６５０万円、ウクライナ避難者支援４，２２０万円、

キーウ市立大学支援１００万円）をお預かりし、支援を行ってきました。 
このうち、令和４年３月２日から受付を開始したキーウ市への寄付金（※）は、これ

までに２回、キーウ市関係機関へ送金しました。 
   ・送金額：７２，０３２，６３９円（ユーロ建て送金） 
          １回目：５月１３日 ６０，７９９，５４８円 

          ２回目：９月１４日 １１，２３３，０９１円 

   ・送金先：Future Kyiv Foundation（キーウ市指定の寄付金送金先機関） 

※ 京都市会議員からの義援金や京都市役所職員による寄付金を含みます。 

 
 ⑵ キーウ市における寄付金の活用状況 

   キーウ市では、本市が送金した寄付金を活用し、ロシア軍によるミサイル攻撃を

受けて部分的に破壊された９階建て集合住宅を、再び住めるよう修復されました。 
 
   ＜被弾直後の建物＞        ＜寄付金による修復後の建物＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上：修復された建物の外観 
右：修復を喜ぶ住人と 

クリチコ・キーウ市長 １～３階が部分的に破壊、 

４～５階では火災が発生した 

三菱ＵＦＪ銀行 京都支店 普通 ３８８５４０５ 
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ロシア軍のミサイル攻撃により一部破壊された集合住宅の修復

＜被弾直後＞ ＜皆様からの寄付金による修復後＞

９階建ての集合住宅は、

・１～３階が部分的に破壊
・４～５階では火災が発生

するなど大きな被害を
受けた

上：修復された建物の外観
右：修復を喜ぶ住人と

クリチコ・キーウ市長

・姉妹都市である京都の皆様か
ら、復旧にかかる支援をいた
だいたことに深く感謝します。
・厳しい冬を乗り切るため、
毛布やカイロの人道支援を
よろしくお願いします。





２０２２年１２月２２日 

京都市長 

門川大作殿 

 

親愛なる皆様へ 

 

初めに、キーウ市民とウクライナ国民を代表し、貴殿と京都市の関係者、住民の皆様に

よるウクライナへの変わらぬ支援に心から感謝を申し上げます。姉妹都市である京都市

からの財政的・精神的支援は、ロシアの侵攻による被害の復旧に大きく役立てられ、そ

れがキーウ市民、そして地域の力になっていることに、私達は深く感謝しております。

現在もなお、京都市に避難した人々やキーウの自宅であらゆる困難に耐えている人々が

大勢います。このような困難な局面において、助けを必要とする市民への温かい支援を

いただいたことで、私達は真の友人を知ることとなりました。皆様のお心遣いにより、

両市の絆はますます強くなっていると感じます。 

 

同時に、この戦争がすぐには終わらないことは誰もが理解しており、今現在、キーウ市

民にとって最大の試練は、厳しい冬の寒さを乗り越えなければならないことです。本市

は、住民の安全な暮らしを確保するため、３６５日、２４時間体制で対応しております

が、ロシアのインフラへの継続的な攻撃により、多くの人々が長期間にわたって暖房や

電気、水のない生活を強いられています。最も弱い立場の市民が、寒い日々を少しでも

暖かく過ごせるよう、京都市の皆様には、カイロや毛布の人道支援を御検討いただけれ

ば幸いにございます。 

 

この場を借りまして、苦しい一年を通してキーウとウクライナを支えてくださった皆様

に感謝の意を表し、新年の御挨拶を申し上げます。来る年が、人々の心を温かくするよ

うな前向きな出来事と平和をもたらす年になることを願っております。 

 

キーウ市長 

ビタリ クリチコ 

（仮訳） 


